
　
こ
の
た
び
見
い
出
し
た
「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」
の
陶
法
書
で
あ
る
。「
内
竃
秘
書
」

と
あ
る
が
、
内
容
、
そ
の
他
か
ら
行
方
知
れ
ず
で
あ
っ
た
二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
筆
記
の
写
本

『
樂
燒
秘
傳 

好
古
樂
記 

淇
水
軒
』
表
紙
①

「
智
術
全
書
之
内
磁
工
門
之
部 

土
器 

秘
傳
書
」
③

「
内
竃
秘
書
」 

④

「
干
時 

宝
暦
十
年 

七
月 

乾
山
省
古
・
花
押
」

「
乾
山
燒
法
」「
明
和
三
丙
戌
年 

七
月
廿
四
日 

近
藤
安
治
郎
写
之
」

『
古
画
備
考
』

二
代
目
也
乾
山
・
花
押

弟
子
宮
崎
富
之
助
殿

新
資
料
紹
介
　『
内
竃
秘
書
』（「
初
代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」）
：
合
冊
本
『
樂
燒
秘
傳
　
好
古
樂
記
　
淇
水
軒
』
中
の
一
書
（
都
立
中
央
図
書
館
　
加
賀
文
庫
）

「
好
古
樂
記
」

「
内
竃
秘
書
」
上
懸
藥
・
絵
具
の
調
合

と
判
断
。
書
写
は
近
藤
安
治
郎
、「
乾
山
燒
法
」「
明
和
三
年
」
さ
ら
に
「
宝
暦
十
年
」
と
あ

り
、
江
戸
に
お
け
る
乾
山
焼
内
窯
陶
法
、
釉
薬
・
絵
具
な
ど
の
調
合
を
伝
え
る
。

「
明
治
庚
午
□
十
月 

色
藥
代
銀
積
」 

②



　
初
代
乾
山
に
は
二
冊
の
自
筆
陶
法
書
が
現
存
す
る
。

『
陶
工
必
用
』『
陶
磁
製
方
』
で
あ
る
。

　
そ
の
う
ち
内
窯
陶
法
に
関
し
て
は
上
薬
・
絵
具
を
抜

萃
、
享
保
一
七
年
、
書
状
を
以
っ
て
佐
野
の
素
封
家
大

川
顕け

ん
ど
う道
へ
と
送
り
、
顕
道
は
手
控
『
陶
器
傳
書
』
に
そ

れ
を
記
録
。
一
方
、
江
戸
入
谷
村
に
は
二
代
乾
山
次
郎

兵
衛
が
お
り
、
乾
山
の
口
述
を
筆
記
、
の
ち
に
「
初
代

口
述
二
代
筆
記
」
と
す
る
陶
法
書
を
認
め
た
。『
古
画

備
考
』
に
よ
れ
ば
同
書
は
明
和
三
年
三
月
三
代
宮
崎
富

之
助
へ
と
渡
り
、
藐み

ゃ
く
あ
ん
庵
筆
「
乾
山
世
代
書
」
に
よ
れ
ば

そ
の
後
酒
井
抱ほ

う
い
つ一

・
西
村
藐
庵
・
三
浦
乾
也
へ
と
伝
承
。

が
、
度た

び
か
さ重
な
る
災
難
に
遭
遇
、
今
日
、
消
失
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
の
た
び
そ
の
写
本
を
加

賀
文
庫
（
都
立
中
央
図
書
館
）
に
見
い
出
し
た
。

　
内
容
、
奥
書
、
年
紀
・
書
者
の
花
押
型
、『
古
画
備

考
』
の
記
載
事
項
に
よ
っ
て
二
代
乾
山
次
郎
兵
衛
筆
記

陶
法
書
の
写
本
で
あ
る
と
判
断
し
た
が
、
同
書
は
、
合

冊
本
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
　
淇
水
軒
』（
縦
一
九
、二

㌢
、
横
一
六
、〇
㌢
）
中
の
一
冊
で
あ
る
。
①
『
樂
燒
秘

傳
・
好
古
樂
記
』
②
「
色
藥
代
銀
積
」
③
「
土
器
秘
傳
書
」

（『
百
工
秘
術
』
磁
工
門
の
写
本
）
④
「
内う

ち
が
ま
ひ
し
ょ

竈
秘
書
」（「
初

代
乾
山
口
述
二
代
筆
記
」）
以
上
の
四
部
か
ら
成
り
、
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
記
「
色
藥
代
銀
積
」
を
含
む
こ

と
か
ら
、
成
立
は
明
治
期
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
表
紙

下
方
に
は
「
淇き

す
い
け
ん

水
軒
」
と
あ
る
。

　
淇
水
軒
は
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
を
纏
め
た
藤

垣
爐ろ

せ
ん扇

・
俗
名
小
林
源
兵
衛
、
天
保
時
代
の
俳
人
で

あ
る
。

爐
扇
は
「
好
古
」
を
評
し
、「
俳
諧
・
書
・
画
に
妙
、

自
樂
と
称
し
一
己
之
奇
人
な
り
」
と
記
し
、
と
も
に
俳

諧
、
楽
焼
を
娯た
の

し
み
、
同
書
を
纏ま

と

め
た
と
述
べ
る
。
好

古
老
人
は
樂
吉
左
衛
門
隠
宅
手
代
紋
右
衛
門
よ
り
楽
焼

を
習
得
。
同
書
に
は
土
・
下
地
拵こ

し
らえ
・
素
焼
・
赤
楽
・

白
楽
、
ま
た
楽
焼
以
外
の
絵
薬
・
上
薬
、
磁
器
に
関
す

る
事
項
も
あ
り
、
刊
本
『
百
工
秘
術
』（
享
保
九
年
刊
）

の
抜
萃
書
写
を
含
む
な
ど
、
江
戸
後
期
以
後
に
盛
行
す

る
素
人
陶
芸
家
・
陶
法
書
類
の
特
質
を
示
す
。

　『
内
竈
秘
書
』
冒
頭
の
爐ろ

せ
ん扇
の
言
葉
は
朱
書
で
あ
る
。

此
の
秘
伝
は
極
め
て
古
く
、
今
日
用
い
る
こ
と
は
な
い

と
述
べ
、
代
わ
り
に
『
樂
燒
秘
傳
・
好
古
樂
記
』
に
記

載
し
た
別
法
を
勧
め
る
と
あ
る
が
、
ビ
ー
ド
ロ
を
用
い

な
い
絵
具
は
も
は
や
古
い
と
記
す
。
時
代
の
需も

と

め
か
、

絵
画
的
絵
付
も
少
な
く
、
古
式
の
風
趣
を
伝
え
る
絵
具

を
使
い
こ
な
す
技
能
も
不
足
か
。
江
戸
で
は
俳
諧
・
浮

世
絵
・
歌
舞
伎
が
盛
行
し
、
時
代
は
俄に

わ
かに
結
果
を
求
め

る
即
興
・
即
席
の
風
潮
に
溢
れ
て
い
た
。

　『
内
竈
秘
書
』
は
内
窯
陶
法
、「
初
代
口
述
二
代
筆

記
」
の
写
し
で
あ
る
。
内
容
は
二
冊
の
乾
山
自
筆
伝

書
、
顕
道
手
控
『
陶
器
傳
書
』
に
ほ
ぼ
一
致
、
乾
山
自

慢
の
豊ぶ

ん
ご後
土
の
記
載
も
あ
り
、
奥
書
「
乾
山
燒
法
（
異

筆
） 

明
和
三
丙
戌
年
七
月
」、
末
尾
に
加
え
ら
れ
た
「
宝

暦
十
年
七
月
乾
山
省
古
」
花
押
型
な
ど
に
よ
り
、
江
戸

入
谷
村
乾
山
焼
二
代
次
郎
兵
衛
筆
「
初
代
口
述
二
代
筆

記
」
の
写
本
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
先
号
に
て
好
古
を
爐
扇
の
号
と
し
た
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。

訂
正
い
た
し
ま
す
）


